
京
都
・
平
安
京
右
京
五
条

一
坊
六
町
　
　
　
中

１
　
所
在
地
　
　
　
一爪
都
市
中
京
区
壬
生
松
原
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
六
年
（昭
６‐
と
一月

３
　
発
掘
機
関
　
　
側
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
家
崎
孝
治

５
　
遺退
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
調
査
は
住
宅
兼
工
場
の
建
築
に
伴
う
立
会
調
査
で
あ
る
。
調
査
の
結
果
、

南
東
方
向
に
ゆ
る
や
か
な
傾
斜
を
も
つ
池
沼
状
の
上
層
を
確
認
し
た
。
断
片
的

な
土
層
観
察
に
よ
る
調
査
の
た

め
、
遺
構
の
切
合
い
関
係
等
に

つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、

現
地
表
下
○

・
九
ｍ
か
ら
下
層

は
裾
灰
色
泥
土
層
を
主
体
と
し

て
お
り
、
木
片
が
混
入
し
て
い

る
の
が
観
察
で
き
た
。
深
さ
は

○

・
七
ｍ
を
測
り
、
底
部
に
は

直
径
五
ｃｍ
程
度
の
礫
が
敷
き
つ

め
ら
れ
て
い
た
。

調
査
地
は
五
条

一
坊
三
町
盆
剛
頁
参
照
）
と
隣
接
す
る
条
坊
町
割
で
あ
る
が
、

周
辺
の
既
調
査
分
を
検
討
す
る
と
、
三
町
の
湿
地
状
堆
積
と
は
別
の
遺
構
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
木
簡
は
こ
の
池
状
の
落
ち
込
み
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
土
師

器

・
須
恵
器

。
緑
釉
陶
器

。
木
製
品

（分
銅
型
木
製
品

・斎
串
・
折
敷
底
板
）
と
共

に
出
土
す
る
。
共
伴
遺
物
よ
り
み
て
、
九
世
紀
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

〔Ｗ
　
　
　
［日
‐‐日
ｉｉ
日
日凶
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（や
い）
×
μ］
×
中
　
〇伽Φ

木
簡
の
下
端
部
は
三
角
形
に
切

っ
て
と
が
ら
せ
て
い
る
。
片
面
に
数
字
分
あ

る
の
が
認
め
ら
れ
る
が
、
文
字
の
判
読
は
困
難
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

京
都
市
文
化
観
光
局

。
餓
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

『
京
都
市
内
遺
跡
試

掘
立
会
調
査
概
報
』
盆

九
八
六
年
）

（久
世
康
博
）

(京都西南部)




